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E会員のページ事
*忍路臨海実験所が開設 100周年

1908 (明治41)年設立，日本で2番|三|に長し'1歴史をもっ忍路
|臨海実験所(北海道大学北方生物園フィールド科学センター附

属，小榔市)が，1月91=1に100周年を迎えました。これを祝う

記念式典が昨年 10月20日に忍路で開催され，関係者50人余

りが出席しました。式典には， 1944年から 58年間管理人とし

て実験所に勤務し，フィールドで数多の生物学者の研究を支え
し/νたiJ‘ヲ'ろう

た信太和郎氏が招かれ，感謝状の贈呈が行われました。その際，

信太氏から北大へ寄贈された油絵(写真，小樽市出身の泊|彩画

そがのやしろ

治、1， まさよし
家 川 剖i吉岡

イI~I の作)は， 鏡

のように波静か

な忍路湾の眺望

が拙かれ，傘寿

を迎えなお実験

所を見守り続け

る氏の忍路への

愛が伝わってき

そうな作品で、す。

(二I~ LLi太樹)

女出雲大社の素驚社の海藻(前号本欄の質問を受けて)

私は民族議i類学の「駆け出し」というより「歩き出し」で，

木村光子さんのご質問は難問です。出雲大社には数回お参り
みずがき

し，本殿周囲の瑞垣の外も何度か歩きましたが， 素鷲社など

の摂社で，ご質問の様な海藻を見たこと はありません。念の

ため，I~B雲大社に問い合わせましたが， 本殿でも摂社でも種々

の海藻を置くや11事はないそうです。

ただ，木村さんも仰る「厳藻」や「出藻」語源説のある出雲は，

ii抑制斗主島東部新維の余った土地を引き寄せたとされています(出

雲閣風土記， 733) 。 古代朝鮮では高句腿・百済・新知f . jJII ~m (任那)

が争っていましたが，海藻と海藻食文化が特に盟かな新縦から

は多くのljlff'民が来た様です。素鷲社祭flllの素養I![棋?は，大国主

尊の父または数代前の祖先とされます(日本書紀， 720)。父の
いざな百 たかまがはら

伊非諾尊から海を治めよと言われたのに治めず，乱暴で、高天原

を追われ，息子の五 ト猛尊と新羅に降りたが気に入らず，船で

出雲に来ました(古事記，712;日本書紀，720)。つまり，彼は

新経系の家族で，後に出雲の国造りをしたと考えられます。
さだ

ところで、， 出雲の佐太神社などでは，相111道での50日の思明け後，

ホンタゃワラ属の海藻と海水を神社に持って来て，お蹴いをして身を

浄め，海藻を鎚銭箱の|偶，欄干， 石段の片|判や湖草架けに置く習

慣があります (詳しくは本号35-38頁)。しかし，素鷲社における海
しめなわ

f~~は，ホンダワラ類の他に，緑藻，テングサもあり，注連縄も置い

てあったというのですから，それは忌明け後のお蹴いではなく，民間

の人が素斐I!鳥尊を尊んで，お品目りしたのだと思います。 (i貧困 仁)

*海藻押し葉はがきづくりコーナー(水産工学研究所)

独立行政法人水産総合研究センター水産工学研究所では，

毎年 10月に研究所一般公開を行っています。平成 19年度に

は10月20日(土)10 n寺'"1511寺に，「波と流れと生き物のふ

しきや」をテーマに開催しました。会場では i海のlドでI!!きくど

うぶつクイズ・・・ l鳴き声を lì\~ し ヨて種類をあてよう ! j， i顕微鏡観

察・・・ふしぎなミクロの|立界をのぞいてみよう !j， i漁船の模型

展示・・-実験に使用する模

型の船を見てみよう !j， 

「タッチプール・・・磁の生

き物にふれてみよう !j 

などとともに 「海藻お し

ばハガキづ、くり ・・・海藻で

ノ、ガキにアート しよう !j 

のコーナーを設けま した。

海謀押し葉の参加者には，魚のキャラクターなどをレーザー

プリンタで、印刷したはがきを配り 10日ほど前の干潮時に千葉

県銚子市犬吠埼君ヶ浜に打ちあがった海部を使って押し葉をつ

くっていただきました。カニ，カイ，ハリセンボン，イルカな

どのイラストを，自由に切り取って海藻NIし葉の周辺に配置し
てもらえるよう OHPシート に印刷したものを用意し，現実に

はあり得ないような生物の

配置となっても椛わず創作

しても らった結果，数多く

の傑作が生まれました(写

真)。参加した作者約300

人の内訳は子供がほとんど

でしたが，1制ほどが大人

でした。今年度は特に参加

者-が多く，作業スペースが

f龍イ呆できずにあきらめる人

がありました。この点を反

省し，平成20年度は規模

の拡大を考えています。

(桑原久実 ・寺脇利信)

安海藻標本のご寄贈に感謝(科博，TNS) 

三谷進先生(香川県高松市)より，香川県-産(一部jr.j:'縄県産)

海藻の押し葉桜本571点の寄贈を受けました。瀬戸内海固有

種の紅藻セトウチフジマツモ NeorhodomeLaenol11otoiなどを

含む貴重なコ レクションをいただきまして，この場をお借りし

てお礼申しヒげます。

国立科学博物館大型藻類楳本室 (TNS，つくば市)では，

海蕗標本の寄贈を歓迎しております。詳細は55巻2号の本欄

をご覧下さい。 (北LLi太樹)




